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こうした免震床の設計においては，入力地震動が個別案
件ごとに多様化し，それぞれの仕様に応じた対応が必要に
なってきている．このため，免震床の固有周期は，免震性
能とともに，設置空間およびコストを配慮した，最適な値
に設定することが重要になっている．
以上のような観点から，本稿では免震床の新しい展開と
して，上下免震床の適用状況について述べるとともに，今
後の方向性に関連して，固有周期を長周期化した免震床の
開発への取組み状況についても簡単に紹介する．

2.　上下免震床の構造 ∵介後

介介有有解で恩
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示す．地震波に八戸波（ 1968 年の北海道十勝沖地震で
青森県八戸港において記録された地震波）を採用したと
きのスラブ応答波を振動台に入力した場合である．同ア
イソレータを適用することによって，1 000 cm/s2 を超え
る入力は約 1/7 に低減し，免震床面加速度は，目標値の
200 cm/s2 以下を満足できることを実証した．

4.　結　　　　言

免震床の新しい展開として，最近のコンピュータシステ
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